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市議会だより 議会の動き ２平成23年２月１日

12
月

２
日

７
日

８
日

９
日

10
日

13
日

17
日

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

本
会
議
（
請
願
・
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会
）

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　平成22年第８回議会定例会が、12月２日から17日までの16日間

の日程で開かれ、平成22年度補正予算を始め、市長提出議案16件

が審議され、いずれも原案のとおり可決されました。

　また、一般質問では10名の議員が市政全般にわたって、市長の

考えをただしました。

月12 議 会 定 例 会12月（第8回）定例会日程

平成22年

建設厚生委員会において桜江ライスセンターを現地調査

○
第
７
回
臨
時
議
会

（
開
催
日
　

11
月
29
日
）

◇
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改

正
す
る
も
の

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

＝
内
容
＝

期
末
手
当
の
支
給
月
数
並
び

に
給
料
表
を
改
正
す
る
も
の

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

給
料
表
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

減
額
措
置
対
象
職
員
が
育
児

短
時
間
勤
務
等
を
し
た
場
合
の

給
与
の
取
扱
い
を
規
定
す
る
も

の◇
江
津
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改

正
す
る
も
の

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

江
津
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

厨
房
機
器
備
品
類
を
購
入
す
る

も
の

＝
結
果
＝

　

い
ず
れ
も
原
案
可
決

○
第
９
回
臨
時
議
会

（
開
催
日
　

12
月
27
日
）

◇
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

◇
平
成
22
年
度
島
根
県
江
津
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

外
１
件

＝
内
容
＝

国
の
補
正
予
算
の
「
円
高
・

デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
経

済
対
策
」
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

公
共
投
資
を
中
心
に
経
済
対
策

を
行
う
も
の
。

＝
結
果
＝

　

い
ず
れ
も
原
案
可
決



市議会だより補正予算審議３ 平成23年２月１日

（一般会計補正予算）

＜平成22年度12月補正予算の主要事業＞

◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決
【
賛
成
全
員
】

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
、
公
共
下
水
道
事

業
、
簡
易
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算

そ
の
他
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案

◆
条
例
議
案
（
６
件
）

◆
一
般
議
案
（
２
件
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

各
議
員
の
賛
否
は
６
ペ

ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
議
決
さ
れ
た
議
案

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
っ
た
人

権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
高

橋
慶
子
氏
及
び
山
藤
晴
子

氏
を
引
き
続
き
推
薦
す
る

も
の
。

2億4,961万1千円増2億4,961万1千円増一般会計
補正予算
（第５号）

1,703万9千円増1,703万9千円増特別会計補正予算

緊急を要し年度内に施行しなければならない
 経費及び過疎計画に取り上げる事業等

事業予算総額158億2,865万8千円
（参考）昨年度同月予算総額は174億6,924万円

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

強い農業づくり

交 付 金 事 業

都市公園管理費

予防接種事業

（インフルエンザ

ワ ク チ ン

接 種 事 業 ）

予防接種事業

（ 日 本 脳 炎

ワクチン接種

事 業 等 ）

子どもたちの

未 来 を 拓 く

ロボット教室事業

耕 作 放 棄 地

再生利用緊急

対 策 事 業

4,934万円

650万円

565万円

613万円

316万円

160万円

ハーブ米等環境保全型の売れる
米づくり推進と、品質向上によ
り農家の所得向上を図るため、
桜江ライスセンターに米の色彩
選別機を導入するもの。

都市公園施設の健全度を把握し、
点検・維持管理体制を構築した
上での改築計画等の取りまとめ
を策定するため、現況調査を行
なうもの。

季節性インフルエンザ及び新型
インフルエンザによる死亡者や
重症者の発生を減らすため、高
齢者及び低所得者に対し、ワク
チン接種費用の全部又は一部を
助成するもの。

子どもたちに科学教育環境を提
供し、理科離れを防ぐとともに、
本市の産業活性化に寄与できる
人材を育成するために、ロボッ
ト教室を開催するもの。

井沢地区の耕作放棄地（元葉タ

バコ圃場）2.9haを利用可能な農

地に再生する事業者に対し助成

を行うもの。

日本脳炎予防接種については、
国の勧告により積極的勧奨を差
し控えていたが、本年、新ワクチ
ンによる接種が可能になったた
め、この対象となる児童に接種
を行なうもの。

可決可決可決可決可決
原
案

賛　成

全　　員



４市議会だより 平成23年２月１日委員会審議内容

◆
島
根
県
石
見
地
方
バ
ス

路
線
確
保
に
関
す
る
国
・

県
に
よ
る
支
援
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

「
バ
ス
交
通
維
持
・
確

保
対
策
予
算
」
を
普
通
交

付
税
と
し
て
設
け
る
よ
う

は
た
ら
き
か
け
る
等
、
４

項
目
に
つ
い
て
意
見
書
の

国
・
県
へ
の
提
出
を
求
め

る
も
の
。

〔
 

討
 

論
 

〕
　

【
反
対
討
論
】

●
な
し

【
賛
成
討
論
】

○
交
通
弱
者
を
救
う
た
め

の
取
組
み
で
あ
り
賛
成
で

あ
る
。

＝
結
果
＝

異
議
な
く
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

◆
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽

減
の
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

全
世
代
に
わ
た
る
医
療

費
の
窓
口
負
担
軽
減
の
意

見
書
を
国
等
に
提
出
を
求

め
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

本
市
で
の
医
療
中
断

の
実
態
は
。

■答
　

窓
口
で
の
対
応
で
は
、

医
療
費
が
高
く
て
病
院
に

行
け
な
い
と
の
声
は
聞
い

て
い
な
い
。

〔
 

討
 

論
 

〕
　

【
反
対
討
論
】

●
医
療
費
の
軽
減
は
財
源

問
題
に
関
係
し
、
保
険
料

の
増
に
つ
な
が
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本

市
で
は
受
診
抑
制
は
認
め

ら
れ
ず
、
適
正
な
状
況
で

あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

○
早
期
治
療
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
医
療
費
を
抑
制

で
き
る
の
で
提
出
す
べ
き

で
あ
る
。

＝
結
果
＝

賛
成
少
数
に
よ
り
、
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

※
こ
の
外
に
も
、
陳
情
２

件
、
条
例
議
案
３
件
、

一
般
議
案
２
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

常任委員会常任委員会審議審議
内容内容常任委員会常任委員会審議審議
内容内容常任委員会審議
内容

総
務
文
教
委
員
会

建
設
厚
生
委
員
会

◆
㈲
い
わ
み
フ
ァ
ー
ム
に

よ
る
糸
谷
川
汚
水
流
出

へ
の
対
応
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
請

願
）

＝
内
容
＝

県
へ
汚
染
原
因
の
徹
底

究
明
と
汚
泥
浚
渫
、
事
業

者
に
覚
書
き
を
遵
守
さ
せ

る
よ
う
に
指
導
を
求
め
る

意
見
書
を
、
県
に
提
出
し

て
ほ
し
い
。

〔
 

討
 

論
 

〕
　

【
反
対
討
論
】

●
な
し

【
賛
成
討
論
】

○
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
か

ら
再
三
の
要
請
、
指
導
等

が
あ
っ
て
も
事
態
は
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
と

し
て
も
毅
然
と
し
た
強
い

姿
勢
で
臨
み
、
意
見
書
を

提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

異
議
な
く
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

◆
防
犯
灯
の
電
気
料
金
へ

の
補
助
の
継
続
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

防
犯
灯
に
係
る
電
気
料

金
に
つ
い
て
、
今
年
度
は

市
か
ら
の
自
治
会
へ
の
補

助
は
２
分
の
１
だ
が
、
来

年
度
か
ら
の
補
助
は
４
分

の
１
と
な
る
よ
う
決
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

来
年
度
か
ら
も
今
年
度
と

同
様
に
２
分
の
１
補
助
の

継
続
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

山
間
部
な
ど
戸
数
の

少
な
い
と
こ
ろ
は
、
負
担

が
大
き
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
を
す
べ
き
で
は
。

■答
　

平
成
23
年
度
よ
り
山

間
部
か
ら
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。

〔
 

討
 

論
 

〕
　

【
反
対
討
論
】

●
こ
れ
ま
で
自
治
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
移
行
期

間
を
３
年
か
ら
５
年
に
延

長
し
、
各
地
区
に
お
い
て

説
明
会
を
開
催
し
、
自
治

会
の
合
意
を
得
て
、
議
会

も
了
承
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
た
め
継
続
す
べ
き
で

は
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

○
激
変
緩
和
の
た
め
、
期

間
を
３
年
か
ら
５
年
に
延

長
し
た
努
力
は
認
め
る
が
、

い
ま
だ
景
気
は
回
復
し
て

お
ら
ず
、
市
民
目
線
か
ら

考
え
て
も
現
状
の
負
担
割

合
を
、
せ
め
て
も
う
１
年

で
も
延
長
す
べ
き
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

賛
成
少
数
に
よ
り
、
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

◆
江
津
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

＝
内
容
＝

平
成
23
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
の
前
納
報
奨
金
を

廃
止
す
る
も
の
。

＝
結
果
＝

異
議
な
く
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。

※
こ
の
外
に
も
、
陳
情
１

件
、
条
例
議
案
２
件
が

同
様
に
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

し
ゅ
ん
せ
つ



 

 

市議会だより請願と陳情５ 平成23年２月１日

＝内容＝

22年度２分の１の補助割合が23年度より

４分の１に削減される。各自治会で負担と

なるため、23年度からも22年度と同様に２

分の１の補助を続けてほしい。

＜賛成意見＞

多田　自治会負担の根拠である「自治会

の理解」は陳情が提出されて覆った。連

合自治会長協議会からの声に応え、補助

継続に賛成。

＜反対意見＞

山根　平成19年に市内23か所を回り自治

会長から理解を得た。また、電気代に対

する市単独で補助を行っているのは大田

市と本市のみであり、当初３年の予定で

あった電気代補助を自治会からの強い要

望で５年に延長した。さらに防犯灯の玉

換え、故障修繕の経費を全て市が負担し

ているのは県内８市の中でも本市だけで

あり、十分な配慮がなされているので継

続に反対。

不採択（賛成者少数）

防犯灯の電気料金への補助の継続

について（陳情）

＝内容＝

社会情勢の急変による窓口負担が重くな

り治療中断、受診抑制により必要な医療を

受けられない人がいる。このため、全世代

にわたる医療費の窓口負担軽減の意見書を

国並びに関係機関に提出してほしい。

＜賛成意見＞

多田　国に憲法第25条を遵守させて負担

軽減を求め、市民が医療を受ける当たり

前の権利を守るべきであるため賛成。

＜反対意見＞

森脇　全世代にわたる医療費の窓口負担

軽減に相当する医療費は、国・県の負担

割合の引き上げがされない限り、保険料

率を引上げることが考えられ、結局は被

保険者の保険料を引上げることにつながる。

また、財源など慎重に検討した後でなけ

れば、全世帯にわたる医療費の窓口負担

の軽減は困難と考えるので反対。

不採択（賛成者少数）

医療費の窓口負担軽減の意見書の

提出について（陳情）

＝内容＝

地方バス路線の確保のため、４条バス（主

要路線バス）・生活バス（主要路線と山間

地を結ぶ補助的バス）に関するバス交通維持・

確保対策予算を現在の特別交付税から、普

通交付税に変更する意見書を、国及び島根

県に提出してほしい。

採　択（全員賛成）

島根県石見地方バス路線確保に関

する国・県による支援を求める意見

書の提出について（請願）

 

＝内容＝

現在進められようとしている「地域主権

改革」により、行政サービスの低下を招く

ことのないように、また国の出先機関に当

たっては廃止・移管を前提としないよう、

必要な人員の確保の意見書を国に提出して

ほしい。

不採択（賛成者少数）

住民の安心・安全を支える行政サービスの

拡充を求める意見書の提出について（陳情）

 

請願請願と陳情陳情請願請願と陳情陳情請願と陳情

採　択（全員賛成）

㈲いわみファームによる糸谷川汚水流出へ

の対応を求める意見書の提出について（請願）

＝内容＝

県へ汚染原因の徹底究明と汚泥浚渫、事

業者に覚書きを遵守させるように指導を求

める意見書を、県に提出してほしい。

しゅんせつ

くつがえ



 

市議会だより ６平成23年２月１日議決結果 

議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第101号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

議案第109号

議案第110号

議案第111号

議案第112号

議案第113号

請願第１号

請願第２号

陳情第10号

陳情第11号

陳情第12号

11月29日

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃
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〃

〃
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〃

不採択

〃

〃
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○
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○

○
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多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

河
野
正
行

藤
田
　

厚

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

土
井
正
人

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○　賛成　　 ●　反対

市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ
いて

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制
定について

江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正
する条例制定について

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ
いて

江津市立小学校等設置条例の一部を改正する条例制定に
ついて

江津市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する
条例制定について

江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例制定について

江津市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定につ
いて

平成22年度島根県江津市一般会計補正予算（第５号）を定
めることについて

平成22年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）を定めることについて

平成22年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会
計補正予算（第２号）を定めることについて

平成22年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予
算（第３号）を定めることについて

平成22年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて

平成22年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第２号）を定めることについて

平成22年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第３号）
を定めることについて

平成22年度島根県江津市一般会計補正予算（第６号）を定
めることについて

平成22年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて

島根県石見地方バス路線確保に関する国・県による支援
を求める意見書の提出について

㈲いわみファームによる糸谷川汚水流出への対応を求め
る意見書の提出について

住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める
意見書の提出について

財産の取得について

市道の路線の廃止について

人権擁護委員候補者の推薦について

防犯灯の電気料金への補助の継続について

医療費の窓口負担軽減の意見書の提出について

市道の路線の認定について

江津市税条例の一部を改正する条例制定について



市議会だより７ 平成23年２月１日 意見書提出

都治川治水ダム建設事業（波積ダム）建設促進に関する意見書（抜粋）

12月議会定例会において３つの意見書を国及び県に提出しました

＝内容＝

一級河川都治川は、古くから毎年のように流域に大きな災害をもたらし、その都度地域住民は生命の

危機に直面するとともに、土地や家屋等の貴重な財産を失ってきた。あわせて、河川や道路、橋梁とい

った公共土木施設も多大な被害を受け、特に昭和46年、47年の梅雨前線豪雨による被害は甚大であっ

た。

波積ダムの建設事業については、工事着手に向け地域関係者と議論を重ねるなか、幾多の困難を乗り

越え、平成10年５月には水没者をはじめとする各地元協議会との間で基本協定が、また、平成16年２月

には損失補償基準協定が締結され、現在、ダム建設予定地周辺では付替道路工事が進められている。

地域住民は、毎年のように豪雨の度に避難を繰り返している状況であり、近年各地でゲリラ的豪雨が

頻発する状況のなか、市民が安全で安心して生活できる治水対策を早期に実現するためには波積ダムの

建設が最善であり、現在進められているダム建設事業が計画どおり推進されるよう島根県に強く要望す

るものである。

地方バス路線の維持・確保を求める意見書（抜粋）

＝内容＝

地方バス路線の確保については、地方自治体にとっても、また県の政策としても極めて重要な課題で

ある。

特に、各沿線自治体ではバス路線維持のため、バス事業者に対し欠損補助の支援を行うと同時に、バ

ス路線空白地域のいわゆる交通弱者輸送に自治体独自の交通手段も実施している。

そうした中で、地域交通事業者の不採算を理由とする撤退表明は、生徒や高齢者などマイカーを利用

できない方を中心とする地域住民の移動機会を奪い、さらなる過疎化に加え、地域コミュニティの崩壊

など深刻な事態に陥ることも想定される。

よって、次の事項について要望する。１．４条バス・生活バスの確保に関し、地方自治体単独補助拡

充のため、特別交付税ではなく、普通交付税として「バス交通維持・確保対策予算」を設けられたい。

２．既存事業者が、赤字路線から撤退する場合は、沿線の関係住民、自治体との十分な協議・合意を経

て行うよう、積極的な指導を図っていただきたい。３．国の地域公共交通を維持する施策として、民間

事業者の経営努力を考慮した支援制度を構築されたい。

有限会社いわみファームによる糸谷川汚水流出への対応と覚書の遵守を求める意見書（抜粋）

＝内容＝

有限会社いわみファーム日貫農場の操業については、平成14年６月10日付けで、有限会社いわみファ

ーム、江尾自治会、石見町、桜江町、島根県川本農林振興センターの５者において操業に伴う覚書が締

結された。

しかし、その後幾度となく汚水流出事故を起し、島根県による再三にわたる指導にも関らず、一向に

改善がみられない。また、今年８月には一方的に現在の覚書は無効との通告文が関係機関に送付され、

有限会社いわみファームが２月に提出した減頭計画に対する立入り調査の拒否、及びその後の経過報告

もせず現在に至っている。

このことから、１．徹底的な汚染原因の究明と糸谷川の汚泥浚渫を行うこと。２．平成14年の覚書は、

養豚場の事業者、地元自治会、島根県、石見町、桜江町が納得の上で合意したものであり、これに反す

る行為があったことはすでに事業者も認めているが、事業者は覚書自体の無効を主張している。島根県

には上記を踏まえて、事業者に覚書を遵守させること及び覚書に沿った損害補償をさせること。



市議会だより 一般質問 ８平成23年２月１日

□問
　

全
国
的
に
が
ん
は
死

亡
原
因
の
第
１
位
で
、
今

や
国
民
病
と
も
言
わ
れ
、

対
策
が
急
が
れ
る
。
が
ん

対
策
の
充
実
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
検
診
へ
の
助
成
を
。

■答
　

本
市
に
お
い
て
も
、

死
亡
原
因
の
第
１
位
は
、

が
ん
で
あ
り
、
こ
の
改
善

の
た
め
に
壮
年
期
か
ら
の

健
康
づ
く
り
を
掲
げ
、
生

活
習
慣
病
予
防
や
健
康
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
の

啓
発
活
動
等
を
通
し
て
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ

―
Ｃ
Ｔ
検
診
へ
の
助
成
は

今
後
慎
重
に
検
討
す
る
。

□問
　

22
年
４
月
20
日
オ
ー

プ
ン
し
た
農
林
水
産
物
直

売
所
「
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
」

の
運
営
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。
ま
た
、
生
産
者

手
数
料
の
軽
減
を
。

■答
　

11
月
末
時
点
の
レ
ジ

通
過
者
数
は
７
万
６
９
８

２
人
で
、
売
上
実
績
は
７

１
４
６
万
７
千
円
余
り
と

な
っ
て
お
り
、
当
初
の
目

標
を
上
回
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
販
売
品

目
の
充
実
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

強
化
し
、
顧
客
の
拡
大
に

努
め
る
。
手
数
料
は
生
産

者
の
方
々
に
価
格
設
定
シ

ス
テ
ム
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
に

           

助
成
を

市
長
／
慎
重
に
検
討
す
る

がん対策

島 田 修 二

ＰＥＴ-ＣＴ装置

江津市図書館

茅 島 　 昇

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

教
育
施
設

図書館構想は

教育長／管理運営は直営で

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

□問
　

図
書
館
建
設
基
本
構

想
策
定
委
員
会
の
設
置

後
、
６
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
22
年
６
月
、
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
た
。
今

後
の
図
書
館
の
構
想
は
。

■答
　

今
後
の
図
書
館
は
、

文
学
・
新
刊
雑
誌
・
絵
本

な
ど
を
読
み
、
借
り
る
だ

け
で
な
く
、
仕
事
や
生
活
・

家
族
・
地
域
へ
の
情
報
提

供
や
課
題
解
決
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
。
本
市

が
目
指
す
こ
と
は
日
々
の

暮
ら
し
や
人
生
の
応
援
、

理
念
実
現
の
た
め
の
も
の
。

管
理
運
営
は
直
営
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
。

□問
　

建
設
計
画
は
、
22
年

度
か
ら
基
本
計
画
を
策
定

し
、
26
、
27
年
に
建
築
す

る
計
画
だ
が
、
建
設
後
の

維
持
、
管
理
運
営
な
ど
継

続
的
財
源
に
不
安
が
あ
る

が
考
え
は
。

■答
　

今
後
、
計
画
変
更
の

可
能
性
も
あ
り
、
指
摘
の

点
は
大
変
心
配
で
あ
る
が
、

図
書
館
建
設
後
の
管
理
運

営
は
、
図
書
・
資
料
の
充

実
が
第
一
優
先
課
題
と
し

つ
つ
、
施
設
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
が
安
価
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

ＰＥＴ-ＣＴ検査とは…

クリッククリッククリック

細胞の働きから、がんを見

つけ出す新しい検査法で、

がんの早期発見につながり、

県西部では、浜田医療セン

ターで受診できます。



市議会だより一般質問９ 平成23年２月１日

予
算
編
成

基本的な考え方は

市長／選択と集中で

□問
　

新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

■答
　

交
付
税
の
算
定
基
準

と
な
る
人
口
減
少
に
よ
り
、

大
幅
な
収
入
減
が
予
測
さ

れ
る
。
し
か
し
、
若
者
定

住
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

化
に
伴
う
社
会
福
祉
施
策
、

医
療
体
制
整
備
、
人
材
育

成
の
た
め
の
教
育
の
推
進

等
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
。

21
年
度
決
算
で
の
指
摘
事

項
を
選
択
と
集
中
の
観
点

で
予
算
編
成
を
行
う
。

□問
　

厳
し
い
財
政
事
情
に

あ
っ
て
も
、
水
道
の
未
普

及
地
域
解
消
な
ど
は
前
倒

し
で
対
処
す
べ
き
で
は
。

■答
　

市
民
生
活
に
重
要
な

事
業
と
位
置
づ
け
、
着
実

に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
ど
お
り
優
先
し
て
重
点

的
に
実
施
し
て
い
く
。

□問
　

自
治
機
能
再
生
事
業

の
取
組
み
の
格
差
が
大
き

い
。
地
域
任
せ
で
な
く
全

市
的
な
取
組
み
を
。

■答
　

自
治
機
能
再
生
に
向

け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
３

地
区
に
派
遣
し
、
調
査
や

勉
強
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

未
実
施
地
区
へ
は
理
解
し

て
い
た
だ
く
よ
う
取
組
む
。

２
月
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
。

地域活性化を目指す川登りの市

厚生労働省ホームページより引用

山 本 　 誉

抗
体
検
査
実
施
を

市
長
／
検
査
費
用
を
助
成

妊婦検診

盆子原 民 生

□問
　

白
血
病
ウ
ィ
ル
ス
感

染
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

感
染
の
要
因
は
母
乳
に
あ

り
、
こ
の
感
染
防
止
の
た

め
妊
婦
検
診
項
目
に
血
液

の
抗
体
検

査
を
加
え

る
考
え
は
。

■答
　

全
国

で
感
染
者

が
１
０
０

万
人
を
超

え
て
い
る
。

死
亡
率
も

高
く
、
乳

児
の
母
乳

感
染
が
最

大
の
要
因

で
、
妊
婦

検
診
時
の

血
液
抗
体
検
査
に
よ
り
判

別
で
き
る
。
こ
の
血
液
抗

体
検
査
項
目
を
妊
婦
健
診

公
費
助
成
の
対
象
に
加
え

る
べ
く
12
月
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。

□問
　

妊
婦
検
診
項
目
に
加

え
る
場
合
の
助
成
額
は
。

ま
た
、
白
血
病
ウ
ィ
ル
ス

に
つ
い
て
の
認
知
度
向
上

の
た
め
広
報
活
動
を
。

■答
　

こ
の
検
査
は
14
回
の

妊
婦
健
診
中
に
１
回
受
け

れ
ば
良
く
、
費
用
は
２
２

９
０
円
を
助
成
す
る
。
ま

た
、
広
報
活
動
は
、
妊
婦

を
中
心
に
個
人
通
知
や
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に

窓
口
で
の
周
知
を
行
い
、

医
療
機
関
と
連
携
を
と
り

積
極
的
に
行
う
。
広
報
誌

な
ど
を
通
じ
て
広
く
予
防

を
呼
び
か
け
る
。
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ポンプ連結放水訓練を行う跡市分団員

消
防
施
設

整備の考えは

市長／総合的に実施

□問
　

有
福
温
泉
の
火
災
を

受
け
、
住
宅
密
集
地
で
の

消
防
水
利
施
設
に
つ
い
て
、

十
分
対
応
で
き
る
か
検
討

を
。■答

　

住
宅
密
集
地
の
火
災

に
お
い
て
、
類
焼
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
に
は
、
消

火
活
動
に
必
要
な
水
の
確

保
は
重
要
で
あ
り
、
初
期

消
火
活
動
が
で
き
る
場
所

に
水
利
が
必
要
な
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

□問
　

市
内
に
お
け
る
、
今

後
の
消
防
水
利
施
設
整
備

の
考
え
は
。

■答
　

消
防
署
、
消
防
団
と

協
議
し
な
が
ら
、
水
利
の

不
足
し
て
い
る
場
所
を
選

定
し
、
国
の
補
助
金
や
過

疎
債
な
ど
有
利
な
財
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
計
画
的
に
整

備
す
る
。

□問
　

有
福
温
泉
に
お
け
る

被
災
箇
所
を
含
め
た
、
再

生
支
援
、
振
興
策
の
考
え

は
。

■答
　

被
災
さ
れ
た
方
の
意

志
を
尊
重
し
、
ま
た
、
地

元
の
意
見
は
も
と
よ
り
、

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会

有
福
支
部
な
ど
、
広
く
意

見
を
聞
き
、
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

森 脇 悦 朗

基
本
的
な
考
え
方
は

市
長
／
慎
重
に
行
う
べ
き

ＴＰＰ

横 田 省 吾

□問
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

■答
　

あ
ら
ゆ
る
事
を
考
え

て
、
慎
重
に
検
討
し
結
論

を
急
ぐ
べ
き
で
な
い
。
中

山
間
地
が
多
く
、
農
業
を

行
う
上
で
条
件
の
悪
い
本

市
へ
の
影
響
は
は
か
り
し

れ
な
い
。
安
い
外
国
農
産

物
が
無
税
で
入
っ
て
く
れ

ば
、
小
規
模
農
家
の
脱
落

に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が

増
大
し
重
大
な
影
響
が
あ

る
。

□問
　

雇
用
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
雇
用
状
況
は
。

■答
　

本
市
の
新
卒
の
内
定

率
は
88
・
６
％
と
浜
田
管

内
平
均
の
79
％
よ
り
高
い
。

一
般
の
雇
用
状
況
は
、
７

月
の
電
子
部
品
工
場
の
閉

鎖
等
大
変
厳
し
い
状
況
だ

が
、
既
存
企
業
に
お
い
て

設
備
投
資
と
新
規
雇
用
の

拡
大
が
あ
る
。
ま
た
、
農

林
水
産
物
直
売
所
や
介
護

施
設
の
開
設
等
で
新
た
な

雇
用
の
場
が
創
出
さ
れ
て

い
る
。

□問
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
巡
回

相
談
の
開
設
要
請
を
。

■答
　

要
望
が
多
く
な
れ
ば

検
討
し
た
い
。

影響の大きい水稲

ＴＰＰとは…

クリッククリッククリック

「環太平洋戦略的経済連

携協定」の略。太平洋周

辺の広い地域の国々が参

加して、自由貿易圏を作

ろうという構想です。
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□問
　

今
後
、
地
方
交
付
税

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

市
政
全
般
で
の
新
た
な
計

画
は
。

■答
　

平
成
17
年
度
〜
21
年

度
ま
で
の
行
財
政
改
革
で

16
億
８
千
万
円
の
効
果
が

出
た
。
合
併
10
年
経
過
後

の
交
付
税
減
額
と
人
口
減

少
か
ら
も
、
今
後
の
財
政

運
営
は
極
め
て
厳
し
い
見

通
し
で
あ
る
。
本
年
度
は

中
堅
職
員
に
よ
る
約
２
０

０
事
業
の
検
証
を
し
て
い

る
。
今
後
の
計
画
は
準
備

中
で
あ
る
。

□問
　

教
育
分
野
で
財
政
健

全
化
の
帳
尻
合
わ
せ
を
し

て
い
る
様
に
感
じ
る
。
老

朽
化
が
著
し
い
小
学
校
が

多
く
あ
り
、
ま
た
少
人
数

学
校
に
対
応
で
き
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
統
廃

合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
た
な
小
学
校
の
建
設
を
。

■答
　

決
し
て
帳
尻
合
わ
せ

は
し
て
い
な
い
。
将
来
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
本
市

か
ら
出
る
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
人
材
の
育
成
を
し
て

い
き
た
い
。
平
成
24
年
度

ま
で
に
学
校
施
設
す
べ
て

の
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
た
改
修
か
改
築
か
の

判
断
を
す
る
。
ま
た
、
将

来
的
な
市
全
体
の
統
合
再

編
を
視
野
に
第
２
次
学
校

再
編
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
。

新
た
な
小
学
校
建
設
を

教
育
長
／
再
編
計
画
策
定
中

教育環境

山 根 兼三郎

福
祉
環
境

ＡＥＤの設置を

市長／早急に整備する

□問
　

県
内
、
市
内
の
心
疾

患
に
よ
る
死
亡
状
況
、
及

び
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
使
用
時
の

事
故
実
例
は
。

■答
　

平
成
19
年
度
に
県
内

で
は
１
３
４
３
人
、
本
市

で
は
67
人
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
。
心
疾
患
の
分
類

で
は
心
不
全
が
一
番
多
く
、

慢
性
リ
ウ
マ
チ
性
心
疾
患
、

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
で
あ

る
。
事
故
実
例
に
つ
い
て

消
防
署
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
把
握
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
３
年
間
で
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
は
４
件
。

□問
　

県
内
、
市
内
で
の
設

置
状
況
、
啓
発
活
動
は
。

■答
　

平
成
22
年
５
月
末
で
、

県
内
は
１
０
６
２
施
設
１

１
５
８
台
、
本
市
は
42
施

設
54
台
。
啓
発
活
動
は
、

消
防
署
を
主
体
に
救
命
講

習
会
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
や

使
い
方
の
講
習
が
行
わ
れ

て
い
る
。

□問
　

各
公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
を
。

■答
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
寄
贈
を
受

け
て
公
民
館
３
館
に
配
置

し
て
い
る
。
指
摘
の
よ
う

に
早
急
に
整
備
す
る
。

早急に整備が求められるＡＥＤ

小学校校舎の雨漏りの状況

藤 田 　 厚
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駅
前
再
開
発
の
効
果
は

市
長
／
効
果
は
計
れ
な
い

駅前再生

多 田 伸 治

□問
　

江
津
駅
前
地
区
再
生

整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
、

市
民
の
合
意
形
成
と
、
過

疎
対
策
と
し
て
の
効
果
は
。

ま
た
、
経
済
効
果
に
よ
る

雇
用
と
所
得
へ
の
影
響
は
。

■答
　

市
民
の
合
意
は
こ
れ

か
ら
形
成
す
る
。
交
流
人

口
増
加
の
波
及
効
果
で
、

定
住
人
口
増
加
を
期
待
す

る
。
現
状
で
は
経
済
効
果

は
計
れ
な
い
。

□問
　

連
合
自
治
会
長
協
議

会
か
ら
も
要
求
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民
の
安
全
を
守

る
た
め
、
防
犯
灯
電
気
料

金
の
２
分
の
１
助
成
の
継

続
を
。

■答
　

本
市
は
県
内
の
市
町

村
の
中
で
、
一
番
手
厚
い

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
お

り
、
自
治
会
に
努
力
を
お

願
い
し
た
。

□問
　

消
防
署
の
夜
勤
体
制

は
７
名
で
、
一
度
の
出
動

で
出
払
っ
て
し
ま
う
。
人

員
不
足
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
消
防
職
員
の
増
員
を
。

■答
　

消
防
は
邑
智
郡
と
共

同
で
の
運
営
な
の
で
、
本

市
単
独
で
は
対
応
で
き
な

い
。

江津駅前拠点整備地区の整備イメージ案

山積された廃瓦リサイクル材

産
業
振
興

地場産業の現状は

市長／出荷額は増

□問
　

雇
用
対
策
の
視
点
か

ら
、
地
場
産
業
の
現
状
・

人
材
育
成
・
販
売
促
進
活

動
は
。

■答
　

現
状
は
、
合
併
以
降

市
内
従
業
員
数
は
３
３
８

人
減
少
し
、
製
造
品
出
荷

額
は
39
億
円
の
増
。
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
物
づ

く
り
分
野
の
人
材
育
成
･

確
保
事
業
、
産
業
支
援
人

材
育
成
事
業
と
も
大
変
好

評
。
販
売
促
進
活
動
は
、

地
域
資
源
販
路
開
拓
事
業

を
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
実
施
し
て
い

る
。

□問
　

窯
業
に
つ
い
て
、
特

に
廃
瓦
の
リ
サ
イ
ク
ル
及

び
原
料
（
粘
土
）
の
枯
渇

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

■答
　

廃
瓦
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
21
年
４
月
１
日
付
で

県
か
ら
公
共
工
事
に
お
け

る
再
生
資
源
等
の
使
用
に

関
す
る
特
記
仕
様
書
が
示

さ
れ
、
公
共
工
事
に
対
し

積
極
的
な
使
用
に
努
め
る
。

原
料
の
枯
渇
に
つ
い
て
は
、

公
共
工
事
で
発
生
す
る
残

土
中
の
粘
土
が
利
用
で
き

る
か
、
工
事
仕
様
書
の
内

容
を
検
討
す
る
。

藤 間 義 明
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10
月
20
日
・
21
日
の
２

日
間
に
か
け
、
大
分
県
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

５
回
全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
16

名
の
議
員
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
全
国
の
市
議
会
議
員

（
今
回
は
約
２
千
５
百
人
）

が
一
堂
に
会
し
、
さ
ら
な

る
議
会
の
機
能
強
化
を
目

指
し
、
共
通
す
る
課
題
や

今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
議
員
同
士
の

一
層
の
連
携
を
深
め
る
た

め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〔
意
見
・
感
想
〕

■
課
題
討
議
に
つ
い
て
は
、

そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な

論
議
が
あ
っ
た
か
を
聞
か

せ
て
ほ
し
か
っ
た
。

（
多
田
伸
治
）

■
ポ
イ
ン
ト
は
住
民
主
体

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
木

を
見
て
森
を
見
な
い
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

（
横
田
省
吾
）

■
自
身
の
議
員
活
動
に
つ

い
て
、「
情
報
発
信
」「
住

民
と
の
対
話
」
を
大
事
に

す
べ
き
と
思
っ
た
。

（
藤
間
義
明
）

■
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
議

会
で
の
議
論
の
様
子
の
公

開
」
「
基
本
計
画
や
指
定

管
理
者
を
市
民
参
加
で
決

め
る
」
こ
と
を
し
て
い
く

べ
き
。
　

（
山
根
兼
三
郎
）

■
議
会
改
革
に
対
す
る
認

識
が
深
ま
っ
た
。
議
会
基

本
条
例
は
議
員
の
共
通
認

識
の
下
、
じ
っ
く
り
議
論

を
戦
わ
せ
制
定
す
べ
き
。

　

（
森
脇
悦
朗
）

■
市
民
が
議
員
に
何
を
望

ん
で
い
る
か
、
し
っ
か
り

掘
り
下
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し

た
。
　
　
　

（
島
田
修
二
）

■
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を

追
求
し
な
が
ら
市
民
へ
情

報
発
信
し
、
二
元
代
表
制

の
良
さ
を
出
せ
る
よ
う
努

力
す
る
。
　

（
茅
島
　

昇
）

■
議
会
基
本
条
例
、
倫
理

条
例
は
、
委
員
会
内
、
議

員
間
で
し
っ
か
り
討
議
検

討
し
、
本
市
に
あ
っ
た
独

自
の
も
の
と
し
、
守
ら
れ

る
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
　
　

（
石
橋
孝
義
）

■
議
会
活
動
に
お
い
て
、

一
番
の
難
問
で
あ
る
議
会

と
住
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

住
民
も
巻
き
込
ん
だ
論
議

の
中
で
解
決
し
、
議
会
改

革
が
な
さ
れ
る
べ
き
。

（
盆
子
原
民
生
）

■
「
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

の
う
ち
に
あ
る
」
の
言
葉

の
と
お
り
、
一
人
ひ
と
り

が
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

を
一
層
感
じ
た
。

（
河
野
正
行
）

■
住
民
投
票
条
例
案
、
基

本
条
例
案
を
早
急
に
市
民

に
示
し
、
意
見
交
換
の
場

を
持
ち
、
小
中
学
生
の
傍

聴
や
議
会
報
告
を
し
て
、

議
会
活
動
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
。

（
藤
田
　

厚
）

■
公
費
を
使
っ
て
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
目

的
を
今
一
度
噛
み
し
め
、

そ
ろ
そ
ろ
実
践
す
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
土
井
正
人
）

■
二
元
代
表
制
の
中
で
議

会
お
よ
び
議
員
は
、
常
に

政
策
立
案
能
力
の
向
上
、

監
視
機
能
の
強
化
、
開
か

れ
た
議
会
づ
く
り
を
念
頭

に
研
さ
ん
に
努
め
、
市
民

に
密
着
し
た
活
動
を
展
開

す
べ
き
と
感
じ
た
。

（
田
中
直
文
）

■
地
方
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
多
く
の
課
題
を
突

き
付
け
ら
れ
て
い
る
中
、

制
度
の
変
更
だ
け
で
な
く
、

本
来
の
議
会
の
あ
り
方
を

根
本
か
ら
精
査
し
、
住
民

の
代
表
と
し
て
の
議
会
・

議
員
と
な
る
べ
き
。

（
山
本
　

誉
）

■
市
議
会
の
存
在
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
。
自
己
の

「
議
員
」
と
い
う
身
分
を

守
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

本
市
の
未
来
を
切
り
開
く

た
め
に
「
本
当
に
必
要
な

議
会
」
の
役
割
を
生
み
出

す
時
が
来
て
い
る
。

（
永
岡
静
馬
）

■
本
市
の
目
指
し
て
い
る

議
会
改
革
の
問
題
点
を
示

唆
し
た
研
修
で
あ
り
、
改

革
特
別
委
員
会
で
は
、
議

員
・
市
民
に
情
報
公
開
し
、

独
自
の
基
本
条
例
を
取
り

ま
と
め
て
ほ
し
い
。
　

（
福
原
昭
平
）

■■■■■■■■■■■■■

全
国
市
議
会
議
長
会

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

◆基調講演

「衆議院議員を辞めて

　　　　 昨今思うこと」

　　前衆議院議長

　　　　　河野　洋平　氏

◆パネルディスカッション

　地方議会のあり方

　－定数・報酬は

　　　どうあるべきか－

◆意見交換

◆課題討議

①政治倫理条例について

②議会の調査権について

＜フォーラム内容＞
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昨
年
の
12
月
議
会
に
松

平
、
江
津
東
、
高
角
の
各

小
学
校
か
ら
児
童
と
先
生

が
一
般
質
問
の
傍
聴
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
新
聞
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
存
知
の
皆
さ
ん
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
児
童
か
ら
傍
聴

の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
、

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

議
会
に
対
す
る
思
い
や
児

童
の
観
察
力
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

近
い
将
来
、
傍
聴
し
た

多
く
の
児
童
が
、
江
津
市

を
担
う
市
長
や
議
員
に
な

ろ
う
と
い
う
志
を
持
っ
て

く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
（
河
野
正
行
）

議　

長　

土
井　

正
人

委
員
長　

森
脇　

悦
朗

副
委
員
長　

島
田　

修
二

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

横
田　

省
吾

委　

員　

藤
田　
　

厚

委　

員　

河
野　

正
行

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・

　

情
報
公
開
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

お
知
ら
せ

募　

集　

中

○
次
回
定
例
会
日
程

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　

受
付
に
つ
い
て

 

児童が市議会を傍聴児童が市議会を傍聴児童が市議会を傍聴
開かれた議会を目指す本市議会が市内の小学校に一般質問の傍聴を呼び掛けた

ところ、松平小、江津東小、高角小の児童が傍聴し、地方議会の役割について学

びました。その時の感想文が寄せられましたので一部を紹介します。

高
角
小
学
校
６
年　

瀨
戸　

恵
賜
（
せ
と 

け
い
し
）

僕
は
、
今
日
初
め
て
市
議
会
の
会
場
に
入
り
ま
し
た
。
意
外
に
議
会
が
始
ま
る
前
は
、
皆
さ
ん

明
る
く
て
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
て
い
る
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
僕
の
勝
手
な

想
像
だ
け
ど
、
少
し
雰
囲
気
的
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
違
い
ま
し
た
。
議
会
の
最

初
の
方
は
、
僕
た
ち
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
身
近
な
事
や
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
論
争
し
て
い

た
け
ど
、
段
々
「
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
―
」
や
「
し
ゃ
し
」
な
ど
の
分
か
ら
な
い
言
葉
も
出
て
来
て
、

論
争
が
段
々
す
ご
く
難
し
い
話
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
僕
が

一
番
驚
い
た
の
は
、
50
分
で
議
会
が
終
わ
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
一
人
の
質
問
の
時
間
だ
と
知
っ

た
時
は
「
え
っ
、
一
人
で
何
質
問
す
る
の
？
ち
ゃ
ん
と
聞
い
た
り
、
準
備
し
な
い
と
、
話
す
事
が

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」
と
思
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
江
津
を
良
く
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
だ

と
思
い
ま
す
。
議
会
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
一
人
の
質
問
だ
け
で
も
多
か
っ
た
の
で
、
江
津
を
良

く
す
る
た
め
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
江
津
市
は
僕
ら
が
背
負
い
た

い
で
す
。

高
角
小
学
校
６
年　

福
田　

瑠
奈
（
ふ
く
だ 

る
な
）

初
め
に
分
か
っ
た
の
は
50
分
間
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
構
50
分
っ
て

長
い
な
あ
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
残
り
３
分
に
な
る
と
「
チ
ン
」
と
音
が
鳴
る
ん
で
す
。
こ
の

音
を
聞
い
た
時
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
？
ど
ん
な
合
図
だ
ろ
？
な
ど
、
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
は
、
36
人
以
上
で
し
た
。
議
員
の
人
達
は
、
子
ど
も
達
の
目
線
に
な
っ
て
考
え
る
な

ど
、
教
室
が
少
な
い
、
子
ど
も
が
少
な
い
、
建
設
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
無
駄
は
徹

底
的
に
省
き
、
必
要
な
所
は
手
を
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
江
津
全
体
に
迷
惑
を
掛
け
た
ら
い
け
な

い
等
言
っ
て
い
て
、
す
ご
く
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
１
人
が
言
っ
た
ら
、
続
い
て

ど
ん
ど
ん
言
っ
て
い
く
の
で
、
よ
く
間
が
あ
か
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

江
津
東
小
学
校
６
年　

中
津　

安
里
（
な
か
つ 

あ
ん
り
）

が
ん
対
策
の
話
で
は
、
が
ん
検
診
を
し
て
く
れ
る
人
が
、
も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
無
料
の
ク
ー

ポ
ン
の
配
布
や
土
、
日
、
夕
方
の
検
診
な
ど
、
江
津
市
の
人
々
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
し

て
お
ら
れ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
す
ご
く
身
近
な
サ
ン
ピ
コ
江
津
に
つ
い
て

も
、
売
り
に
来
る
農
家
の
方
が
増
え
た
こ
と
や
、
売
り
上
げ
も
予
想
以
上
に
伸
び
て
い
る
こ
と
な

ど
、
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
調
べ
、
意
見
を
も
っ
て
お
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

議
員
の
み
な
さ
ん
は
、
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
と
て
も
よ
く
考
え
、
自
分
の
意
見
を
は
っ
き

り
と
主
張
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

編

後

集

記

２
月
28
日（
月
）か
ら

３
月
18
日
（
金
）
ま
で
の

予
定
で
す
。

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

３
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
が
２
月
28
日
の
場

合
『
２
月
20
日
の
午
前
中

ま
で
』
（
た
だ
し
、
19
、

20
日
が
休
日
の
た
め
18
日

午
後
５
時
ま
で
）
と
な
り

ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）

に
付
託
・
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

トピック
ス




